


広報によど川 5月号 《2》

この春、ぴっかぴかの １年生を紹介します♪１年生を紹介します♪この春、ぴっかぴかの １年生を紹介します♪１年生を紹介します♪１年生を紹介します♪

入
学
お
め
で
と
う
！

町
内
の
小
学
校
に
入
学

し
た
ぴ
っ
か
ぴ
か
の

一
年
生
で
す
。

池川小学校

長者小学校 別府小学校

名野川小学校 大崎小学校



《3》 広報によど川 5月号

この春、ぴっかぴかのこの春、ぴっかぴかの １年生を紹介します♪この春、ぴっかぴかのこの春、ぴっかぴかの １年生を紹介します♪この春、ぴっかぴかの 

仁淀川町役場　平成21年度新採用職員

特集

毎
日
が
わ
く
わ
く
！

ふ
た
ば
保
育
所

新
園
舎
完
成

岡林　美保

（本庁総務課）

３月に学校を卒業し

たばかりで、まだまだ

未熟者ですが、よろ

しくお願いします。

藤原　太一

（仁淀総合支所健康福祉課）

住民の方と同じ視点にたっ

て、住みやすい町づくりに

全力で挑んでいきたいです。

林　亮介

（池川総合支所地域振興課）

自分が生まれ育った仁淀

川町のために働く事ができ

るようになり大変うれしく思

っています。一生懸命頑張

ります。

友高あかね

（本庁町民課）

皆さんに早く顔を覚えて

いただけるよう、日々学

んでいきたいと思います。

よろしくお願いします。

高橋　恭平

（本庁税務課）

町民の方に気持ちよく暮らしていただく

ために、日々勉強し頑張っていきたいです。



広報によど川 5月号 《4》

ま ち の 話 題

桜
の
下
で
コ
ン
サ
ー
ト

４
月
５
日
　
”仁
淀
川
町
の
魅
力
・
丸
ご
と
堪
能
“を

テ
ー
マ
と
す
る
平
成
二
十
一
年
度
生
涯
学
習
事
業

の
第
一
弾
と
し
て
、
名
野
川
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ネ
パ
ー
ル
の
民
族
楽
器
マ
ー
ダ
ル
の
演
奏
集
団
「
マ

ー
ダ
ル
サ
ン
ガ
」
と
ア
ン
デ
ス
音
楽
の
「
ロ
ス
・
ト

マ
テ
ス
」
が
出
演
。
マ
ー
ダ
ル
演
奏
を
授
業
の
一
環

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
名
野
川
小
学
校
の
児
童
も
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
観
客
は
舞
い
落
ち
る
桜
の
花
び
ら
の
中
、
素
朴

で
温
か
な
音
色
に
聞
き
入
っ
た
り
、
軽
快
な
リ
ズ

ム
に
は
手
拍
子
を
打
っ
た
り
と
、
春
の
一
日
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

林
道
戸
立
線
開
通

３月30日　グループホーム「ぬくもりの家」に入

所されている西森稲子さんが、百歳の誕生日を迎

え、藤　富士登町長らが長寿を祝いました。

　西森さんは明治42年生まれ。入所前は谷山にお

住まいで、とても健康で働き者だったとのことで

す。「若いときは馬をつこうて田んぼをやりよっ

た。こんまい（小さな）体でようやることと褒め

られたこともあったよ」と懐かしそうに話してい

ました。今も病気らしい病気にかかることはない

ということです。

　三食好き嫌いなくきちんと食べ、時にはテレビ

を見たり、好きな歌を口ずさんだり、職員や入所

者の方々とおしゃべりをしたり、楽しく毎日を過

ごしている西森さん。町長から長寿祝い金を贈ら

れると「思いがけないことです。ありがとうござ

いました」と深々と頭を下げていました。

100歳おめでとうございます100歳おめでとうございます

暖
か
い
日
差
し
の
中
、笑
顔
の
西
森
さ
ん

地
域
の
活
性
化
に
も
大
き
な
役
割

地
域
の
活
性
化
に
も
大
き
な
役
割

地
域
の
活
性
化
に
も
大
き
な
役
割

４
月
12
日
　
川
渡
地
区
と
高
瀬
地
区
を
結
ぶ

「
林
道
戸
立
線
」
が
開
通
し
、
戸
立
で
開
通
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

昭
和
六
十
三
年
に
着
工
し
、
二
十
二
年
の
長

い
歳
月
を
か
け
て
完
成
し
た
同
林
道
は
、
総
延

長
二
千
八
百
九
十
一
　
、
総
事
業
費
は
約
三
億

八
千
万
円
。
効
果
的
な
林
業
経
営
や
適
正
な
森

林
管
理
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

 

ま
た
川
渡
地
区
と
高
瀬
地
区
を
結
ぶ
重
要
な

路
線
で
あ
り
、
災
害
や
緊
急
時
の
迂
回
路
や
、

地
域
間
交
流
等
地
域
の
活
性
化
を
図
る
う
え
で

も
、
大
き
な

役
割
を
も
つ

も
の
と
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
式
典
に
は

関
係
者
や
住

民
ら
約
二
十

人

が

参

加

し
、
記
念
碑

の
除
幕
な
ど

を
行
い
開
通

を
祝
い
ま
し

た
。

関係者らが、記念碑の除幕を行いました



《5》 広報によど川 5月号

ま ち の 話 題

名
野
川
小
学
校
体
育
館

で
準
備
を
し
ま
し
た

最
年
少
の
お
稚
児
さ
ん

武田勝頼落人伝説を追って史跡探訪ツアーに３０人！
４月５日　武田勝頼土佐の会（岡林照壽会長）主催による

「勝頼史跡探訪ツアー」が行われ､武田信玄の四男である

勝頼の落人伝説を追って、参加者30名がその伝承を学び、

町内外の３カ所の史跡めぐりを楽しみました。

　史跡探訪ツアー後の昼食会として、住民参加型で地元食

材を使いアイデアを競い合った「かつよりくん弁当創作コ

ンテスト」（平成21年２月開催）にエントリーされたお

弁当の中から３つのお弁当が参加者に提供されました。

　また、ツアーの最後には、ひょうたん桜をバックに「玄

蕃太鼓」の披露もされ、咲き誇るひょうたん桜と迫力ある

玄蕃太鼓の演奏の中で、かつよりくん弁当に舌鼓を打ち、

参加者同士の交流も行いました。

地域活性化を目指す「武田勝頼土佐の会」事務局

仁淀川町大崎３４０－１　岡林たばこ店内

電話／ＦＡＸ：0889・20・2003

電子メール：kindsea@shirt.ocn.ne.jp　

★今後のイベントや詳細情報は下記のＵＲＬに

　掲載しています

ホームページ：http://katsuyoritosa.web.fc2.com/

４
月
４
日
　
法
輪
寺
開

山
六
十
周
年
記
念
式
典

に
合
わ
せ
、
十
年
ぶ
り

に
稚
児
行
列
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
し
た
お

稚
児
さ
ん
は
総
勢
二
十

人
、
男
の
子
も
女
の
子

も
そ
れ
ぞ
れ
の
華
や
か

な
衣
装
を
身
に
着
け
、

名
野
川
小
学
校
前
か
ら

法
輪
寺
ま
で
の
約
六
百

㍍
を
ゆ
っ
く
り
と
練
り

歩
き
ま
し
た
。

 

当
日
は
あ
い
に
く
の

天
気
で
し
た
が
、
町
外

か
ら
こ
の
日
の
た
め
に

帰
省
し
た
お
稚
児
さ
ん

も
多
く
、
お
孫
さ
ん
の

成
長
し
た
姿
に
目
を
細

め
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
、
足

を
止
め
て
拍
手
す
る
観

光
客
な
ど
、
沿
道
は
笑

顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。

１０
年
ぶ
り
に
稚
児
行
列

地
域
の
活
性
化
に
も
大
き
な
役
割

桜地区の「武田半四郎墓所」を訪れるツアー客

かつよりくん弁当　左から桜御膳、菜の花御膳、田舎御膳




